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Ⅰ．理事長巻頭言 

経営関連学会協議会の第4期役員体制と活動 

 

本協議会理事長  風間 信隆 

 

2015 年 3 月 8 日（土）に開催されました評議員会において役員選出選挙が行われ，そ

の後，開催されました第 4 期の新理事会において，新理事長として選出されました。これ

まで第 1 期の貫理事長の下で理事長補佐を務め，さらには第 3 期の野々山理事長の下で理

事として出版担当の仕事を務めさせて頂いた経緯もあり，協議会の役割と課題について一

定の理解を持っておりましたが，全力を挙げてその職責を果たす覚悟で理事長職をお引き

受けしました。幸い，最高顧問として平松一夫先生（日本会計研究学会・関西学院大学元

学長）にご就任頂くとともに，企画担当副理事長には植木英雄先生（日本ナレッジ・マネ

ジメント学会・東京経済大学），さらには英文ジャーナル担当副理事長に徐 方啓先生

（日本創造学会・近畿大学）他，多くの理事・監事の皆様のご協力・ご支援を頂きながら

2015 年 4 月より新役員体制の下で活動を開始しました。2015 年 6 月 7 日（日）開催の理

事会・評議員会の後に，上林 憲雄先生（日本学術会議会員・神戸大学教授）に「日本学

術会議の動向と課題‐経営関連分野を中心として」と題してご講演頂きました。 

 

また 2015 年 11 月 22 日（日）には、第 8 回シンポジウム「新 ICT 時代の企業と社会の

価値共創を考える ～企業人と研究者の対話を通して～」を経済産業省，WICI ジャパン，

日本 IR 協議会のご後援を頂き，開催することができました。当日は，植木英雄副理事長の

総合司会の下で，基調講演として花堂靖仁先生（WICI ジャパン上級顧問，日本ナレッジ・

マネジメント学会理事長）に「知的資本，社会関係性資本等の新たな資本要素に基づく統合

報告書の意義と課題」をご講演頂くとともに，企業事例講演として笹谷秀光氏［（株）伊藤

園常務執行役員，CSR 推進部長］に「共有価値の創造と発信性で社会関係性を深化させる

競争戦略－伊藤園他の事例を中心に－」，安藤 聡氏［オムロン（株）執行役員常務，                     

グローバルＩＲ・コーポレートコミュニケーション本部長］に「オムロンの企業価値向上の

取り組み－企業理念経営の実践とエンゲージメントの融合の観点から－」をご講演頂きま

した。その後パネルディスカッションでは上記登壇者に加えて，討論者として熊倉久雄氏

［（株） スリー・エム・ジャパン マネージャー］にもご参加頂き，延べ 150 名の参加者

との質疑の場も設けて、熱心なご討議をして頂くことができました。 

 

2015 年 6 月に開催された理事会・評議員会では、経営関連学会協議会の電子版英文ジャ

ーナル，Journal of Japanese Management( JJM: ISSN 2189-9592)の発行がご承認頂きま

した。また 11 月には各加盟学会から 2 名の査読者推薦依頼を行うことと 編集委員会の立

ち上げと応募原稿募集をご承認頂きました。これを受けて，加盟学会に向けた広報活動の一

環として 2016 年 3 月 6 日に「英文電子ジャーナルの創刊 ― グローバル化時代のプラット

フォームの共有と知的発信の強化を目指して」 と題してワークショップを開催いたしまし

た。パネリストには徐 方啓 副理事長（英文ジャーナル編集委員長）・植木英雄 副理事長（日
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本ナレッジ・マネジメント学会学会誌編集長）とともに，高橋正泰評議員（日本経営学会常

任理事・明治大学）にもご報告いただき，活発なご討議をして頂きました。 

協議会の活動は加盟学会のご理解とご支援，ご協力がなければ成り立ちえません。今後

とも協議会の活動になお一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。 

 

【経営関連学会協議会 加盟学会】 ６２学会 

2016年 3 月現在 

＊ 経営関連学会協議会とは 

経営関連学会協議会は，日本学術会議の組織改編にともない研究連絡委員会の制度がなくな

ったことを受けて，それまで経営，会計，商学の 3 分野ごとに個別に形成されていた 3 つの旧

研連を統合する形で，2006 年 11 月に，経営，商学，会計分野の 57 学会の加盟を得て発足し

ました。 

本協議会会則第 2 条では本協議会の目的を，１．経営・情報・商学・会計分野における経営

に関連する研究の発展と知識の普及および本協議会の成長と発展，２．経営に関連する研究と

教育を通じた社会への貢献，３．経営に関連する諸学会および研究者の交流の促進，４．経営

に関連する海外の研究者との協力の推進，５．日本学術会議と「日本学術会議協力学術研究団

体」との連携の促進としています。 

アジア経営学会 

異文化経営学会 

会計理論学会 

経営学史学会 

経営行動科学学会 

経営行動研究学会 

経営情報学会 

経営戦略学会 

経営哲学学会 

工業経営研究学会 

国際会計研究学会 

国際公会計学会 

システム監査学会 

実践経営学会 

税務会計研究学会 

組織学会 

中小企業会計学会 

日仏経営学会 

日本会計研究学会 

日本会計史学会 

日本管理会計学会 

日本企業経営学会 

日本経営会計学会 

日本経営学会 

日本経営工学会 

日本経営財務研究学会 

日本経営システム学会 

日本経営実務研究学会 

日本経営診断学会 

日本経営数学会 

日本経営分析学会 

日本経営倫理学会 

日本原価計算研究学会 

日本広告学会 

日本財務管理学会 

日本産業経済学会 

日本社会関連会計学会 

日本商業学会 

日本消費経済学会 

日本消費者教育学会 

日本商品学会 

 

日本情報経営学会 

日本生産管理学会 

日本セキュリティ・マネジメント学会 

日本創造学会 

日本地方自治研究学会 

日本ディスクロージャー研究学会 

日本ナレッジ・マネジメント学会 

日本比較経営学会 

日本ビジネス・マネジメント学会 

日本物流学会 

日本保険学会 

日本ホスピタリティ・マネジメント学会 

日本マクロエンジニアリング学会 

日本マネジメント学会 

日本リスクマネジメント学会 

日本労務学会 

標準化研究学会 

非営利法人研究学会 

ファミリー・ビジネス学会 

ランチェスター戦略学会 

労務理論学会 
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Ⅱ．ニュース 

 本協議会は、電子版英文ジャーナル，Journal of Japanese Management( JJM: ISSN 

2189-9592)を創刊し、投稿論文を募集します。年２回の刊行予定で、創刊号以降も投稿を

募集します。投稿規程等詳細については、本協議会ウェブサイトをご覧ください。 
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Ⅲ．活動報告 

 

講演会 「日本学術会議の動向と課題‐経営関連分野を中心として」 

日時：2015 年 6 月 7 日（日） 

 場所：明治大学 

 講師：上林 憲雄氏（日本学術会議会員・神戸大学教授） 

 

 

第 8 回シンポジウム 「新 ICT 時代の企業と社会の価値共創を考える ～企業人と研

究者の対話を通して～」 

日時：2015 年 11 月 22 日（日） 

後援：経済産業省，WICI ジャパン，日本 IR 協議会 

場所：明治大学 

総合司会：植木 英雄 副理事長 

基調講演  

「知的資本，社会関係性資本等の新たな資本要素に基づく統合報告書の意義と課題」 

花堂 靖仁氏（WICI ジャパン上級顧問，日本ナレッジ・マネジメント学会理事長） 

企業事例講演 

「共有価値の創造と発信性で社会関係性を深化させる競争戦略－伊藤園他の事例を中心

に－」 

笹谷 秀光氏［（株）伊藤園常務執行役員，CSR 推進部長］ 

「オムロンの企業価値向上の取り組み－企業理念経営の実践とエンゲージメントの融合

の観点から－」 

安藤 聡氏［オムロン（株）執行役員常務，グローバルＩＲ・コーポレートコミュニ

ケーション本部長］ 

パネルディスカッション討論者 

熊倉 久雄氏［（株） スリー・エム・ジャパン マネージャー］ 

 

 

ワークショップ 「英文電子ジャーナルの創刊 ― グローバル化時代のプラットフォームの

共有と知的発信の強化を目指して」  

日時：2016 年 3 月 6 日（日） 

場所：明治大学 

総合司会：植木 英雄 副理事長 

Session１ 電子版英文ジャーナルを発行する目的とその意義 

  １. 電子版英文ジャーナルの編集方針についての補足説明 （徐 方啓 副理事長）  

 ２．投稿規程と執筆細則についての補足説明 （海道ノブチカ 理事）  

 ３．著作権に関する留意点 （高垣行男 理事） 
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Session 2 パネルディスカッション 

司会： 高垣行男 理事 

    パネリスト： 徐  方啓  副理事長 （英文ジャーナル編集長の経験から） 

          植木 英雄  副理事長 （学会誌編集長の経験から） 

           高橋 正泰 評議員   （日本経営学会常任理事 ） 

 

2015年度中に開催された理事会・評議員会 

（それぞれの議事録については、本協議機械のウェブサイトをご覧ください） 

 

理事会 

 ◆第 1回理事会（2015年 3月 8日） 

   会場：明治大学駿河台研究棟 4階第 3会議室 

 ◆第 2回理事会（2015年 6月 7日） 

   会場：明治大学駿河台研究棟 4階第 3会議室 

 ◆第 3回理事会（2015年 11月 22日） 

   会場：明治大学駿河台研究棟 4階第 3会議室 

 ◆第 4回理事会（2016年 3月 6日） 

   会場：明治大学駿河台研究棟 4階第 3会議室 

評議員会 

 ◆第 1回評議員会（2015年 6月 7日） 

  会場：明治大学駿河台研究棟 2階 第 9会議室 

 ◆第 2回評議員会（2015年 11月 22日） 

   会場：明治大学グローバル・フロント 2階 4021教室 

 ◆第 3回評議員会（2016年 3月 6日） 

   会場：明治大学駿河台研究棟 2階第 9会議室 
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Ⅳ．決算・予算 

 

予算額 決算額 差異

（執行状況）

会費収入 当年度 1,770,000 1,590,000 180,000

過年度 180,000 0 180,000

翌年度 0 60,000 △60,000

受取利息収入 500 809 △309

雑収入 0 20,000 △20,000

1,950,500 1,670,809 279,691

2,626,807 2,626,807 0

4,577,307 4,297,616 279,691

事務局費 20,000 31,069 △11,069

事務運営費 50,000 77,016 △27,016

388,800 389,232 △432

220,000 143,821 76,179

理事会費 60,000 83,442 △23,442

役員交通費 570,000 614,060 △44,060

評議員会費 130,000 254,645 △124,645

委員会費 20,000 0 20,000

900,000 1,075,245 △175,245

出版補助費 0 6,264 △6,264

予備費 500,000 0 500,000

2,858,800 2,674,794 184,006

△908,300 △1,003,985 95,685

1,718,507 1,622,822 95,685

\ 0

\ 0

\ 1,622,822

\ 0

\ 1,622,822

（注）予備費500,000円の一部を次期の出版積立金に充当予定。

　　　当期収入合計

　　　前期繰越額

　　　収入合計

Ⅰ　収入の部

(単価 : 円）

計

経営関連学会協議会

　　　次期繰越額

　　　現金

　　　振替預金

　　　通常預金

　　　定期預金

Ⅱ　支出の部

HP運営・事務局業務委託費

ニューズレター印刷・発送費

イベント開催費

　　　当期支出合計

　　　当期収支差額

平成 26 年度　　収　支　決　算　書

　　　　　　(平成26年4月1日～平成27年3月31日）
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26年度予算額 27年度予算額 差異

会費収入 当年度 1,770,000 1,770,000 0

過年度 180,000 210,000 △30,000

翌年度 0 0 0

受取利息収入 500 500 0

雑収入 0 0 0

1,950,500 1,980,500 △30,000

事務局費 20,000 20,000 0

事務運営費 50,000 50,000 0

388,800 388,800 0

220,000 0 220,000

ニューズレター作成費 0 20,000 △20,000

理事会費 60,000 60,000 0

役員交通費 570,000 510,000 60,000

評議員会費 130,000 210,000 △80,000

委員会費 20,000 20,000 0

900,000 0 900,000

シンポジウム開催費 0 200,000 △200,000

出版補助費 0 0 0

予備費 500,000 500,000 0

2,858,800 1,978,800 880,000

△908,300 1,700 △910,000

2,626,807 1,622,822 1,003,985

1,718,507 1,624,522 93,985

経営関連学会協議会

　　　次期繰越額

Ⅱ　支出の部

HP運営・事務局業務委託費

ニューズレター印刷・発送費

イベント開催費

　　　当期支出合計

　　　当期収支差額

平成 27 年度　　収　支　予　算　書

　　　　　　　　　　(平成27年4月1日～平成28年3月31日）

　　　前期繰越額

　　　当期収入合計

Ⅰ　収入の部

(単価 : 円）


